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青少年の意識と行動に関する調査 

報告書 概要版 

① 調査の概要 

地 域 ・ 対 象 
山梨県全域の１２歳～３０歳の男女 

（平成２４年４月１日現在の満年齢） 
抽 出 方 法 

１８歳～３０歳：層化二段無作為抽出法 

１２歳～１７歳：県内中学校、高等学校を無作 

為に抽出し、学校ごとに在校 

生を無作為に抽出 
標 本 数 

１２歳～１７歳（１，０００人）、１８歳～

３０歳（２，０００人）の３，０００人 

調 査 期 間 平成２４年１０月２２日～同年１１月９日 回 収 結 果 回収数 １，８１８ （回収率 ６０．６％） 

 

② 学校に関する事項 

 
・男女年齢層別に過去調査と比較すると、「思う」「どちらかといえば

思う」の「理解意向」が高くなっている。 

Ⅱ 学校の「決まり」や「規則」についてどう思うか 

 
・過去調査と比較すると、「集団のルールとして、どうしても必要なも

のである」が増加し、「基本的な事項だけでよい」「生徒の意見が取

り入れられるべきである」は減少している。 

Ⅲ 学校に行きたくないと思ったことがあるか（不登校意向） 

 

 
・男女年齢層別に過去調査と比較すると、「いつも思っている」「思ったこ

とがある」の「不登校意向」は減少している。 

・「いつも思っている」は、中・高校生共に 1年生で割合が高くなっている。 

 

③ 将来像に関する事項 

 
・過去調査と比較すると、今回調査上位３つの職業を希望す

る割合は増加している。 

 
・全体では「好きだから」が最も多か

ったが、「好きだから」を回答した割

合は、過去調査と比較すると減少し、

年齢層が上がると低くなっている。 

Ⅱ 将来誰と暮らしたいか【家族構成】 

 
・各年齢層共に「夫婦・子ども」が最も多くなっている。 

Ⅲ 将来家事はどうするか【職業形態】 

 

 
・Ｈ19調査と比較すると、男女共に「共働き」の割合が増加し、男性より女

性が、年齢層が上がると「共働き」と考えている傾向が高くなっている。 

59.0 

34.4 
44.8 

35.1 

64.2 
53.2 56.7 

44.2 

78.7 
71.7 69.7 69.5 

20 

50 

80 

12歳～14歳

男性

15歳～17歳

男性

12歳～14歳

女性

15歳～17歳

女性

Ｈ１４調査

Ｈ１９調査

今回調査
(%)

14.9 20.2 

36.4 

52.4 

26.8

29.4
27.0 

20.3 

32.1

29.3

21.5 
18.4 

10

30

50

Ｈ９調査 Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

集団のルールとし

て、どうしても必要
基本的な事項だ

けでよい
生徒の意見が取

り入れられるべき

(%)

58.5

48.7 
47.7 

38.5 

65.4

71.6 

64.8 

59.8 

72.5

67.6 

58.4 
52.7 

85.1
78.3 

74.2 

65.6 

30 

60 

90 

Ｈ９調査 Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

12～14歳

男性
15～17歳

男性
12～14歳

女性
15～17歳

女性

(%)

3.8 

1.9 1.9 

8.2 

4.4 

5.3 

12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

0

4

8 いつも思っている

全体(%)

17.2

18.3

22.8

12.7

15.5

17.6

10.6 

16.0 17.1 

Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

10

20

職業（上位３位）

公務員

看護師、保育士、薬剤師、栄養士

会社員

(%)

59.1 

52.5 48.3 

22.9 
20.3 23.9 

9.4 
10.4 

12.0 

Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

0

30

60
選んだ理由（上位３位） 好きだから

世の中の役に立ちたい

授業で仕事のことを勉強
(%)

7.1 
5.6 5.1 5.9 4.2 

3.8 

12.5
10.2

13.0 9.7 7.2 10.3 

63.2 

72.3 

65.6 

58.6 

61.5 
61.6 

13.3 

9.6 

13.5 

19.3 18.8 
17.5 

0

20

40

60

12～14歳 15～17歳 18～20歳 21～23歳 24～26歳 27～30歳

未婚

夫婦

夫婦・子ども

祖父母・夫婦・子ども

(%) 32.8 
44.4 41.2 

51.0 

20

50

男性 女性

共働き

(%)
55.3 

45.8 47.5 
40.1 

20

50

男性 女性

どちらかが家事

Ｈ１９調査

今回調査

(%)

35.7 39.0 

50.3 
57.5 57.8 61.6 

53.3 
53.1 

41.8 

30.1 29.7 27.8 

20

40

60

12～14歳 15～17歳 18～20歳 21～23歳 24～26歳 27～30歳

共働き

どちらかが家事

(%)

Ⅰ 先生は、あなたのことをわかってくれているか（理解意向） 

Ⅰ 将来どんな仕事をしたいか／その仕事を選んだ理由 

「い
つ
も
思
っ
て
い
る
」 

年
齢
別 

52.1 50.6 

33.3 31.0 

12～

14歳

15～

17歳

18～

20歳

21～

23歳

30

50
「好きだから」を
回答した割合

(%)



－ 2 － 

27.1 34.0 
45.6 

67.5 
51.4 54.2 

79.0 76.3 73.2 73.8 78.0 71.6 76.2 
61.9 

71.9 70.0 
59.7 

70.7 64.0 

72.9 66.0 
54.4 

32.5 
48.6 45.8 

21.0 23.7 26.8 26.2 22.0 28.4 23.8 
38.1 

28.1 30.0 
40.3 

29.3 36.0 

0 

50 

100 

１２歳 １３歳 １４歳 １５歳 １６歳 １７歳 １８歳 １９歳 ２０歳 ２１歳 ２２歳 ２３歳 ２４歳 ２５歳 ２６歳 ２７歳 ２８歳 ２９歳 ３０歳

携帯電話 スマートフォン

(%)

61.2 

55.8 53.0 

30.5

35.4 37.3

24.7
25.2 19.7

9.9 

8.0 

10.6 

7.9

8.7

10.1

0

20

40

60

Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

親友

お母さん

同級生

恋人

お父さん

(%)

49.0 

66.7 
73.3 72.4 

79.2 

81.1 

66.0 

80.3 80.2 81.8 81.7 
90.8 

12～14歳 15～17歳 18～20歳 21～23歳 24～26歳 27～30歳

40

80

男性 女性

(%)

④ 家族・友人関係に関する事項 

 
・過去調査と比較すると、各項目において「信頼している（さ

れている）」「どちらかといえば信頼している（されている）」

の「信頼意向」は増加している。 

・父親より母親の方が、信頼している、信頼されている「信頼

意向」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 
・「ある」と回答した割合は、各年齢層共に女性の方が高く、男女共に年齢層

が上がると高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・過去調査と比較すると、上位３位は変わらないが、「親友」はやや減少し、

「お母さん」はやや増加している。 

 

⑤ 携帯電話等の利用実態に関する事項 

 
・Ｈ14調査と比較すると、中学生層の所有率が大きく増加している。 

Ⅲ インターネットを利用しているか 

 
・過去調査と比較すると、「よく利用している」

「時々利用している」の「利用意向」は大

きく増加している。 

Ⅱ スマートフォンを持っているか 

 

 

 

 

 

 

 

・「自分の携帯電話・ＰＨＳを持っている」と回答した中で、高校生以上はスマートフォン所

有率が 50%を超えている。 

Ⅳ インターネットを利用する主な目的は何か 

 
・「個人的な興味、娯楽の情報収集」が最も多

く、各年齢層で高い割合となっている。 

Ⅴ 一日のインターネットにアクセスする時間（学校や仕事のある日） 

 

・年齢層別にみると、12歳～14歳、27歳～30歳は「30分以内」、15歳～17歳は

「30分～1時間未満」、18歳～26歳は「1～2時間未満」が最も高くなっている。 

Ⅵ インターネットでの情報は信じても良いと思うか 

 

・年齢層別にみると、12歳～17歳までは「あまり信用して

いない」「信用できない」の「否信用意向」が高く、18歳

～30歳までは「信じられる」「ほぼ信じられる」の「信用

意向」が高くなっている。 
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⑥ ひきこもりに関する事項 

Ⅰ 「ひきこもり群」「ひきこもり親和群」「一般群」の割合 

 

 
・「ひきこもり群」「ひきこもり親和群」の割合は、内閣府調査とほぼ

同じ割合となっている。 

・女性の方が「ひきこもり親和群」の割合が高くなっている。 

Ⅱ 外出しない状況になったきっかけは何か（ひきこもり群） 

 
・全体では「人間関係がうまくいかなかった」が最も多かった。 

・男性より女性の方が「人間関係がうまくいかなかった」「学校になじ

めなかった」の割合が高く、女性より男性の方が「就職活動がうま

くいかなかった」「不登校」の割合が高くなっている。 

 

⑦ 青少年非行に関する事項 

Ⅰ 非行をなくすためには何が必要か 

 

・全体では「親・子の信頼

関係をつくる」、男性は

「親がしつけをきちんと

する」、女性は「親・子の

信頼関係をつくる」が最

も多かった。 

・年齢層が上がると、「親・

子の信頼関係をつくる」

の割合が高くなってい

る。 

 

⑧ 郷土等に関する事項 

Ⅰ 今住んでいる地域は、安全で安心して暮らせると感じるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「とても安全で安心」「まあまあ安全で安心」の「安心である意向」は、Ｈ19調査と変わらないが、「とても安全で安心」の割合が高くなっている。 

Ⅱ 安全で安心して暮らせない理由は何か 

 

・全体では「街灯が少なく、夜暗い」が多かった。男性は「人通りの

少ない道路や見通しの悪い場所がある」の割合が高く、女性は「街

灯が少なく、夜暗い」「不審者が出没する」の割合が高くなっている。 

Ⅲ 今住んでいる地域に愛着を感じるか 

 

Ⅳ 将来どこに就職したいか／山梨県外に就職したい理由 

 

・「県内に就職」の「県内意向」と、「県外に就職」「機会があればＵターン」の「県外意向」は、

過去の調査では「県外意向」が高く、今回調査ではほぼ同じ割合となっている。  
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⑨ 社会参加活動に関する事項 

Ⅰ 地域をよくするための活動があれば参加するか 

 

Ⅱ 地域をよくするためには、 

どのような活動が大切だと思うか  

 
・上位３位まで、過去調査とほぼ同じ割合となっ

ている。 

 

⑩ 職業に関する事項 

Ⅰ 社会人が職業を持って働くのはなぜか 

 

Ⅱ 若年無業者（ニート）になると 

思われる要因はどこにあると思うか 

 

Ⅲ 若年無業者（ニート）に対する取組として、 

必要に思うことは何だと思うか 

 
・中学生、高校生は、「家庭教育の見直しや、家庭内で

のコミュニケーションの充実」、大学生、社会人は、「雇

用の拡大」の割合が高くなっている。 

  

  

 

⑪ 県政に関する事項 

Ⅰ 青少年健全育成事業で特に力を入れていくべきこと何か 

 

 
・過去調査と比較すると、「国際交流・海外派遣」の割合が減少

している。 
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活費を得るため

社会や人の

役に立つため

人間関係を

広げるため

社会に出て視野

を広げるため

自分の能力、技能、

資格を生かすため

(%)

68.3 

49.0 

48.0 

45.5 

41.4 

30 60 

本人のやる気

の問題

人間関係

若者の意識

の変化

不況等の

経済状況

家庭環境

(%)

65.8 

34.0 

62.5 59.2 

46.3 

66.8 

55.2 

68.0 

30 

50 

70 中学生 高校生 大学生 社会人

(%)

47.7 

10.3 

9.9 

5.8 

4.5 

44.4 

17.1 

10.5 

12.8 

4.6 

今の仕事を続けたい

しかたがないから

続ける

勤め先を変えたい

将来はやめたい

仕事の内容を

変えたい

男 性

女 性

(%)

31.5 32.7 

45.9 

4.5 
10.0 

14.1 

9.9 

15.3 

10.2 

21.6 

9.7 

0 

20 

40 

Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

今の仕事を続けたい

しかたがないから続ける

勤め先を変えたい

将来はやめたい

(%)

51.4 

25.1 

28.4 

11.1 

11.9 

42.4 

29.3 

20.1 

15.8 

13.2 

賃金・収入や待遇

勤務時間や休暇

将来に対する不安

不満はない

仕事の内容

男 性

女 性

(%)

29.2 

38.3 

50.9 
51.1 

25.0

21.7

30.7 
28.5 

16.7 20.0

26.4 25.3 
22.9

23.5 

9.2 10.0 

18～20歳 21～23歳 24～26歳 27～30歳

5

20

35

50 賃金・収入や待遇

勤務時間や休暇

将来に対する不安

不満はない

(%)

26.7 

25.2 

22.6 

21.7 

20.6 

20.5 

20.4 

20.0 

(%)

25.7 

28.6 

26.7 

24.8 

26.8
25.2 

34.8 

27.0

22.6 

20

35

Ｈ１４調査 Ｈ１９調査 今回調査

過去調査との比較（上位３位）

青少年のため

の野外活動施

設の整備

非行防止対策

や有害環境の

改善

青少年の国際

交流・海外派遣

(%)

88.6 90.2 

80.8 

74.7 

78.7 

75.3 

12～

14歳

15～

17歳

18～

20歳

21～

23歳

24～

26歳

27～

30歳

70

80

90

参加意向

全体
(%)

・「積極的に参加」「内容によっては参加」
「さそわれれば参加」の「参加意向」は、
12歳～17歳の割合が高くなっている。 

青少年のための野外活動施設の整備 

非行防止対策や有害環境の改善 

青少年の国際交流・海外派遣 

青少年の意見が行政に 

反映できるような制度づくり 

青少年のボランティア活動への参加促進 

青少年のための音楽・文化施設の整備 

青少年活動の指導者育成 

青少年の活動に関する情報提供 

Ⅳ 今の仕事について、どう考えているか 

0             20            40 

Ⅴ 今の仕事に対して不満に感じていることは何か 

0           20           40 

・全体では「賃金・収入の待

遇」が最も多く、男性の割

合が高くなっている。 

・年齢層別に比較すると、「賃

金・収入の待遇」「将来に対

する不安」が増加している。 

・全体では「今の仕事を続け

たい」が最も多かった。 

・過去調査と比較すると、「今

の仕事を続けたい」「しかた

がないから続ける」が増加

している。 

0                          20 

家庭教育の見直しや家庭内 

でのコミュニケーションの充実 
雇用の拡大 

あいさつ運動 環境美化運動 お祭りや昔 

からの行事 


